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 要 旨   
目的： 
口腔扁平上皮癌は世界中で発生が目立っており予後が悪いため、疾患予後を変更するか

もしれない要因の研究が奨励されている。 
方法： 
文献検索のデータベースは Medline/Pub Med を用いて、口腔癌、アルコール摂取、遺伝

子多型、喫煙、予防のキーワードで、すべての種類の記事をウェブベースで検索した。検

索は公表日の制限がない英語記事に限った（最終更新 2010 年）。 
本研究では、我々は口腔扁平上皮癌発達の細胞学診断と現在診断技術でよく使用されてい

るマーカーを用いて口腔扁平上皮癌の要因を探った。またアルコール関連の癌リスクにお

ける飲酒と遺伝子多型の併存の影響についてもレビューした。 
結果： 
喫煙と飲酒の相互作用は明らかに気道消化管癌のリスクを上昇させた。喫煙と飲酒の相

互作用はかなり疾患に影響しているようにみえる。 
結論： 
公表された科学データはより効果的な予後を開発するために有用な方法を示している。

診断に使用できる新しい予後指標を明らかにすることにより、最も効果的な治療が達成で

きる。 

 




